
　

秀
峰
高
校
に
入
学
す
る
前
は
、

国
公
立
大
学
に
は
進
学
で
き
な
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
入

学
し
、
先
輩
や
先
生
の
話
を
聞
く

と
、
大
学
に
行
け
る
チ
ャ
ン
ス
が

あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
２
年

生
で
進
学
コ
ー
ス
に
進
み
本
格
的

に
大
学
受
験
の
勉
強
を
始
め
ま
し

た
。
推
薦
入
試
を
受
験
し
、
科
目

は
数
学
、
小
論
文
と
面
接
。
普
通

科
高
校
に
比
べ
、
機
械
科
に
い
た

私
は
、専
門
的
な
資
格
を
６
つ
持
っ

て
お
り
、
そ
れ
が
面
接
の
強
み
に

な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た

授
業
は
も
ち
ろ
ん
、
土
日
に
も
先

生
が
丁
寧
な
指
導
を
し
て
く
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
合
格
に
結
び
つ
い

た
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

入
学
後
も
機
械
の
操
作
な
ど
専

門
知
識
で
有
利
に
な
る
こ
と
も
あ

り
、
秀
峰
高
校
を
卒
業
し
て
と
て

も
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
卒
業
生
と
し
て
誇
り
を

持
ち
、
大
学
で
更
に
勉
学
に
励
ん

で
い
き
ま
す
。
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小
林
秀
峰
高
校
は
県
内
初
の

「
総
合
制
専
門
高
校
」
で
あ
り
、

一
つ
の
学
校
に
、
農
業
・
工
業
・

商
業
・
福
祉
な
ど
の
複
数
の
専

門
学
科
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
専
門
分
野
を
深
め
る
だ

け
で
な
く
、
他
の
専
門
分
野
も

学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
広
い
視
野

と
応
用
力
を
備
え
た
、ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

　

進
路
は
、
民
間
企
業
へ
の
就

職
、
大
学
や
専
門
学
校
な
ど
へ

の
進
学
の
希
望
に
応
え
る
こ
と

が
で
き
る
学
校
で
す
。

　

民
間
企
業
へ
の
就
職
で
は
、

現
在
各
企
業
で
活
躍
す
る
卒
業

生
な
ど
が
多
く
い
る
た
め
、
昨

年
度
は
９
７
１
社
の
企
業
か

ら
求
人
が
あ
り
、
就
職
率
は

１
０
０
㌫
で
し
た
。
ま
た
、
大

学
進
学
も
国
公
立
大
学
や
私
立

大
学
な
ど
、
専
門
性
を
生
か
し

た
大
学
や
体
育
系
大
学
な
ど
の

実
績
が
あ
り
ま
す
。

広
い
視
野
と
応
用
力
あ
る

人
材
を
育
て
る
教
育

宮崎大学工学部１年
（平成 28 年３月卒）

田
た な か

中 樹
たつき

 さん

卒業生の声（進学）Interview

専
門
知
識
で
受
験
が
有
利
に

秀
峰
を
卒
業
し
て
よ
か
っ
た

【２号連載特集】

地域にある高校の魅力。

卒業生の声（就職）Interview

小 林 秀 峰 高 校

　

中
学
生
の
こ
ろ
か
ら
パ
ソ
コ
ン

を
操
作
す
る
こ
と
が
好
き
で
将
来

は
、
Ｉ
Ｔ
関
係
の
仕
事
に
就
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
高
校
で

も
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
部
に
入
部

し
専
門
知
識
を
深
め
て
い
き
ま
し

た
。
夢
へ
の
思
い
は
強
く
な
り
、

就
職
活
動
を
前
に
、
先
生
に
県
内

の
Ｉ
Ｔ
関
連
の
企
業
へ
就
職
し
た

い
こ
と
を
相
談
し
ま
し
た
。

　

私
の
務
め
て
い
る
会
社
は
、
そ

れ
ま
で
大
卒
採
用
が
主
で
高
卒
採

用
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
の

希
望
を
聴
き
、
先
生
は
会
社
に
直

接
交
渉
し
て
く
だ
さ
り
、
受
験
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
秀
峰
高

校
に
進
学
し
た
か
ら
こ
そ
、
夢
を

叶
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
実
感
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
で
も
、
高
校
時
代
に
勉
強

し
た
こ
と
が
基
礎
と
な
り
、
助
け

ら
れ
た
場
面
が
多
々
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
自
分
の
好
き
な
仕

事
が
で
き
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し

が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

県内 IT 関連企業に就職

黒
く ろ き

木 萌
も え み

海 さん
（平成 24 年３月卒）

秀
峰
に
進
学
し
た
か
ら
こ
そ

将
来
の
夢
が
実
現
で
き
た

大学に進学し新たな出会いが多くあります。その出会いが、私を成長させてくれています。

秀峰で学んだ基礎を大切に、さらなるスキルアッ

プを目指し日々仕事と勉強に励んでいます。

就
職
か
ら
大
学
進
学
ま
で

希
望
に
沿
っ
た
進
路
実
現

スペシャリストの育成を目指す

平成 29 年に創立 10 周年を迎える小林秀峰高校。
農業科、機械科、電気科、商業科、経営情報科、福祉科の６つの学科があり、

専門性を生かして、各種国家資格の習得などができます。
また、地域活性化の活動にも力を入れており、

商業科と経営情報科では市と連携し PR ムービーの企画・制作、
農業科では、チョウザメを活用した加工品の開発なども行っています。

4
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【２号連載特集】

地域にある高校の魅力。

西諸唯一の私立高校である小林西高校。
普通科、ビジネス総合科、調理科、衛生看護科の４つの学科があり、

「自主性の養成」、「実力の錬磨」、「道徳心の涵養」の三大目標を掲げています。
昨年は、就職率・進学率ともに 100 ㌫の実績を収めています。

また部活動でも、平成 5 年の甲子園出場や平成 27 年女子ソフトボールの全国大会準優勝など
全国レベルの選手を輩出しています。

小 林 西 高 校
生徒一人一人に合わせた教育を

　

小
林
西
高
校
で
は
生
徒
の
夢

の
実
現
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い

ま
す
。

　

衛
生
看
護
科
で
は
、
西
諸
医

師
会
立
小
林
准
看
護
学
校
と
の

連
携
教
育
を
行
い
准
看
護
師
の

資
格
が
取
得
で
き
ま
す
。
医
師

会
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
、
２
年

間
の
学
費
約
１
３
０
万
円
の
免

除
や
交
通
費
の
助
成
な
ど
の
優

遇
特
典
が
あ
り
ま
す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
総
合
科
で
も
、
宮

崎
市
内
の
美
容
専
門
学
校
と
連

携
し
、
ダ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
を
行

う
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。通
常
、

高
校
卒
業
後
２
年
間
専
門
学
校

に
通
う
と
こ
ろ
を
在
学
中
に
費

用
も
３
分
の
１
程
度
で
美
容
師

の
資
格
が
取
得
で
き
ま
す
。

　

他
校
と
の
連
携
を
取
り
、
専

門
的
な
ス
キ
ル
を
学
べ
る
の
は

私
立
高
校
な
ら
で
は
で
す
。

　

ま
た
小
林
西
高
校
で
は
、
生

徒
一
人
一
人
の
学
習
の
習
熟
度

に
合
わ
せ
て
、
少
人
数
ク
ラ
ス

編
成
と
個
別
指
導
を
導
入
。
朝

や
放
課
後
に
課
外
授
業
も
実
施

し
、
生
徒
の
学
習
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。

　

調
理
科
で
は
、
調
理
の
コ
ン

ク
ー
ル
に
向
け
た
実
技
演
習
。

ビ
ジ
ネ
ス
総
合
科
で
は
、
簿
記

な
ど
の
資
格
取
得
に
向
け
た
勉

強
。
普
通
科
で
は
、
大
学
進
学

に
必
要
な
基
礎
力
を
身
に
つ

け
、応
用
力
を
高
め
て
い
ま
す
。

国
公
立
大
学
・
私
立
大
学
へ
の

進
学
に
向
け
た
、
サ
ポ
ー
ト
も

強
化
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
進
学
志
望

者
40
㌫
と
就
職
志
望
者
60
㌫
で

ど
ち
ら
も
達
成
率
は
１
０
０
㌫

と
い
う
結
果
も
出
て
い
ま
す
。

他
学
校
と
連
携
し

生
徒
の
ス
キ
ル
を
向
上

調理科３年　生徒会副会長
（小林中出身）

少
人
数
、
個
別
指
導
で

生
徒
の
学
習
を
サ
ポ
ー
ト

商業担当教諭（同校卒業生）

黒
く ろ に た

仁田 尚
ひさゆき

幸さん

　一番は、生徒の進路希望の実現を目指し
ています。昼休み終了後には20分間の『進
路の時間」を導入しており、生徒の進路実
現に向けたサポートをしています。また、
生徒一人一人に合わせた授業も心がけてい
て、個別指導や少人数授業はもちろん、と
きには、２人体制での授業も行い「分から
ないことを分からないままにしない」よう
にしています。小林西高の先生は、長年本
校で勤務している人が多いので学校に対す
る愛着も他の学校よりも強く、熱心な教育
ができているのが大きな特色であり、卒業
生の心のよりどころとなっています。

生徒の進路実現に向けて
授業や指導を行っています

生徒の声 先生の声 

西
に し づ る

水流 悠
はるか

さん

　料理が好きです。母親が調理科出身だっ
たこともあり、小林西高校に進学しました。
料理は、とても奥が深く同じレシピでも味
が少しずつ違ってきます。西高で学び、さ
らに料理が好きになり、技術も習得できた
ので本当に良かったと思っています。卒業
後は、ホテルなどの接客業を希望していま
す。昨年までは、調理関係の仕事を考えて
いましたが、先生と進路の相談をする中で
自分のやりたいことが見つかり、「人と接
する仕事」をしたいと思うようになりまし
た。これから、夢の実現に向けてさらに勉
強していきたいと思います。

進路相談で夢が見つかった
人と接する仕事に進みたい
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